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御
師
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す
る
時
、
伊
勢
・
熊
野
な
ど
の
御
師
を
想
起
（１）
する程に、これらは著名であり、先学の研究も多い。御師は檀那
の
た
め
に
祈
祷
の
代
理
や
斡
旋
を
す
る
者
で
、
機
能
は
祈
祷
と
参
詣
宿
を
主
と
す
る
が
、
発
生
史
的
に
は
祈
祷
が
先
行
す
る
。
ま
た
御
師
は
初
め
寺
院
に
（２）
発
生
し
た
が
、
後
に
は
神
社
の
祈
祷
に
も
延
長
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
御
師の活動は平安時代末期から旺盛になっていき、参詣時の臨時的
な
も
の
か
ら
や
が
て
恒
久
化
、
世
襲
化
し
て
い
く
。
そ
の
早
い
例
は
承
安
四
（
二
七
四
）
年
の
吉
田
経
房
の
鞍
馬
参
詣
の
際
に
住
僧
慶
厳
を
年
来
の
師
（３）
であると一言うことなどにふられるという。中世に入ると御師は多
く
の
神
社
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
石
清
水
・
松
尾
社
・
北
野
社
・
春
日
社・賀茂社・日吉社・祇園社・三島社・富士山・白山・厳島・吉
備社などはその代表的なものである。
御
師
を
御
祈
師
の
意
に
解
す
る
基
本
的
な
考
え
に
立
て
ば
、
こ
れ
ら
に
限
らず殆んどの寺社に存在することになり、平安時代末期から多く
見られる御師の語も勿論この機能を有するが、御師の存在形態や
その活動様態は各々の寺社で異なった展開をする。ここでは石清
水における師檀関係における御師の形成とその活動を考察の中心
法
政
史
学
第
三
十
号
は
じ
め
に
中
世
石
清
水
八
幡
宮
の
御
師石清水八幡宮は貞観元（八五九）年大安寺僧行教によって宇佐
から遷座したものであるが、実は大政大臣藤原良房が清和天皇擁
（４）
護のために勧請したものであるといわれる。以来朝廷の石清水に
対する尊崇は篤く、やがて伊勢大神宮に次いで国家第二の宗廟と
よばれるようになった。石清水に対しては他の大社と並んで奉幣
するを例とし、鎮護国家の尤なるものであった。また公家の崇敬
もあつい。国家的なものと並んで応和三（九六一一一）年の左大臣藤
原実頓の参詣を早い例として、藤原北家に連なる人々の祈請が見
られるようになるが、永柞元（九八九）年の参議藤原実資の場合
，（５）
に「私幣祈申子孫等事、殊立大願」と記されているように、一統
の繁栄祈願である。石清水瓶立の最大の推進役を担った藤原良房
以来の藤原北家との密接な関係が窺われる。しかしこの時点で特
定な師檀関係が成立していたかは不明である。奉幣等の場合に御
祈稿の賞として僧位の昇進などはあるが、それらは公的なもので
ある。
とし、中世における八幡信仰の実態を明らかにするための一助と
したい。一
、
鎌
倉
時
代
新
城
敏
男 四六
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〔参考〕 石清水祠官略系図
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中世石清水八幡宮の御師（新城）
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』●
石清水における個人的な師檀関係を想わせる早い記事は『源氏
（６）
物語』玉童に象陰えるが、明確なのは源頼朝と成清との関係あたり
からであろう。元暦元（二八四）年頼朝は成清の弥勒寺・宝塔
院庄を興行の申請を院に執奏し、同年十一月二四日に成清は弥勒
寺・喜多院の寺務執行に還補され岡坐『石清水祠官系図』成清の
（８）
項に異本説として「号高野殿、其故年久隠遁随心院再興之、然而
（氏）
平家亡、成源家代、頼朝宮寺中二平民不祈者被撰、文治五年三月
五日六十六歳出高野山、八幡赴着」とあり、また「法印成清高野
（９）
山随心院仏閣等目録井寄進願文写」（文治五年三月廿一日）には、
「一為し奉祈二関東二位家繁昌麺務州糯蠣岼に純」とふえ、「願一天風
静而吾君御宝算遙及二憶々歳一、四海波平而関東御繁昌久累二万々
楽一」と記しているのは、両者のいきさつを物語っている。
頓朝は治承四（二八○）年十月十二日に由比郷から小林郷に
八幡宮の遷宮を行なった。頼義以来の八幡に対する崇敬は、これ
（、）
以後鶴岡八幡宮を中心に展開するが、本社たる石清水にも尊崇は
（ｕ）
篤い。その頃の頓朝の祈臓の師としては『吾妻鏡』によれば走湯
山の良暹、園城寺の日胤・日恵、伊勢大神宮の度会光倫など処戈
にいる。日胤には治承四年五川に願書を付して石清水寺への一千
日の参篭を托しているが（吾妻鏡、養和元年五月八日の条）、こ
こにあらたに石清水八幡宮の成清が加わることになった。元久元
（一二○四）年八月汁一日には「幕府祈祷料所」として石清水に
（正）
河内国高井田が寄せられている。ここで姜巨法寺家の祖となる成清
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
成清は父光清と九歳の時に死別し、母小大進（もと三宮女一房）
法
政
史
学
第
三
十
号
に机具して花園左大臣家に祗候した。元服の頃花園左大臣は、大
菩薩の氏人だから神慮はどうかと七日間祈請したところ夢をみて
法師にしたが、宮寺に届住かなわず仁和寺に隠居した。所労の事
があり医師に通ったが、その医師の夢に八幡の使が、よくよく治
療を加えてほしいといい、これにより成清の素生を知った。保元
元（二五六）年五月に鳥羽法皇御灸治の時にこの話が出て、法
皇は関白藤原忠通に申合せて修理別当になされたが世間なお合期
しないので、社頭にて「榊葉にそのゆふかひはなけれども、神に
心をかげぬまぞなき」と詠じた。ここにふられる成清に対する冷
遇は兄弟の勝清達とは母を異にすることも一因であろう。祠官就
任までの経過には、善法寺の手になる『八幡愚童訓』乙（氏人事）
の記述にいささかの誇張があるかも知れないが、先行する『古事
談』もほぼ同様に記すので、基本的には事実とふられる。しかし
成清の祠官就任はたやすく決定したのではない。宮寺側は挙状が
ないことを理由に拒否している。当時勝清は別当として寺務をつ
かさどっている（検校は空席）。
（Ⅲ）
成清の問題が起った年の保元一九年八月汁四日に勝清は奏状し
て、慶清を椎別当に転任させることを請うている。そこで権別当
職は所司の職を経て神事に従い転任するところだという。「而如
風聞、競望之輩、以鵬脱ぎ質諏致濫望云々、其理豈可然乎」とい
い、続けて慶清の器量・経歴を述べて、道理に任せて権別当職に
補されんことを請うた。そして閏九月三日、慶清は少別当から修
理別当を経ずして権別当に補任され、同什四日に成清が修理別当
に任ぜられた。この奏状では権別当職の重要さを主とするが、こ
四
八
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こにいう競望の難はあるいは成瀦を指すかもしれない。その場合
は
宮
寺
に
尋
問
し
、
寺
家
の
巾
状
を
付
し
て
裁
下
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
は
、
先
の
奏
状
な
し
と
の
理
由
で
成
清
の
就
任
を
拒
否
し
た
の
と
符
合するであろう。
勝
清
の
系
譜
で
あ
る
川
中
家
と
成
清
と
の
確
執
は
そ
の
後
、
弥
勒
寺
支
配
に関してもみられる。弥勒寺と石清水の関係は元命二九代別当）
の弥勒寺講師補任から始まり、戒信↓清成↓清円とその家系に伝
承したが、元命派と紀氏兼清の確執後、光清の手に入った。そし
て光清↓玄消↓慶清へと弥勒寺支配は伝来したが、嘉応三（一一
七
己
年
に
成
猜
（
椎
別
当
）
が
弥
勒
寺
講
師
喜
多
院
司
に
補
任
さ
れ
、
寺
務
を
執
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
慶
清
は
治
承
四
（
二
八
（Ｍ）
○）年六月五日の解状で成清の弥勒寺支配は「横企懇望、暗補改
補
」
れ
た
し
の
で
、
改
め
て
源
頼
政
の
兵
乱
鎮
静
祈
禰
の
恩
賞
と
し
て
、
慶
清に弥勒寺を賜わらんことを請い、同月十六日付で再任された。
し
か
し
慶
清
の
支
配
は
源
紋
朝
に
よ
り
停
止
さ
れ
、
前
に
ふ
た
成
清
の
還
補
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
田
中
家
が
源
頼
政
の
兵
乱
鎮
静
祈
祷
と
い
う
平
氏
側
の
立
場
で
行
動
し
た
の
に
対
し
、
成
清
は
源
氏
に
与
し
た
態
度
を
と
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
根
底
に
は
反
田
中
家
と
い
う
の
が
伏
線
と
し
て
あ
っ
た
の
（氏）
であろうが、頼朝の方は「平民不祈者」として成清の積極的な登
用を考えた。平氏から源氏へという武家政権の交代は、石清水祠
（順）
官家の間にもこうして影響した。
（
後
鳥
羽
上
皇
また『八幡愚童訓』叩に「承久ノ丘〈乱為二御祈請｝御幸アリテ、
愚思食ス御祈師検校法印ヲ被し召シニ、既死去シタル由ヲ申ケルコ
ソ不思議ナレ」との記事がある。この検校とは善法寺祐清のこと
中
世
石
清
水
八
幡
宮
の
御
師
（
新
城
）
で、承久一一一（一二一一一）年四月一一一一一日に入滅している。ついで
『石清水皇年代記』下の嘉禄三年三月十一日の安嘉門院行幸の際
には「幸清超清蒙賞舗繩鋼柵剛梅少僧都」の記事がある。祐清・幸清
・
超
清
は
と
も
に
善
法
寺
系
の
祖
と
な
る
成
清
の
子
・
孫
で
あ
り
、
こ
の
家
系が公武にわたる御祈師として存在したことがわかる。
一方の田中家には、仁安二（一一六七）年正月十六日に後白河
法皇の行幸の際に、田中勝清が御師職の賞により紅染が下賜され
（胆）
たとの江戸時代の記録がある。この行幸は『丘〈範記』・『愚昧記』
の同日条にふられ、『石清水祠官系図』勝清の項に「仁安二年正
月十六日御行之時検校勝清賞、為源宰相資賢卿奉、被召馬場殿、
椎僧正可着著香染之由、唯法務可退隠之由蒙勅詫畢」に拠るので
あ
ろ
う
が
、
こ
の
賞
は
行
幸
の
際
に
ふ
ら
れ
る
通
例
で
私
的
な
師
檀
関
係
に
よるのではない。永仁四（一二九六）年に、田中系の竹良清は子
（Ⅳ）
瀧
清
に
大
刀
と
所
領
と
次
の
よ
う
な
譲
状
を
書
い
て
い
る
。
字
不
見
（ママ）
関
東
長
井
前
宮
内
権
輔
一
不
秀
（欄）
一門男女當宮師壇事
右所譲与権別当瀧清也、安穏泰平所願成就旨、殊可致祈臓也、
伍為後日譲状如件
永仁四年十一月日
（良清）
石清水八幡宮寺別当法印大和尚位在判
長井氏は『尊卑分肱』に拠ると大江氏で代交関東評定衆を勤め
た家である。宗秀は宮内権大夫から宮内大輔になり、やはり関東
評定衆（一一一九八’一三○九年在職）である。田中家もまた有力
四
九
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御
家
人
と
の
師
檀
関
係
を
維
持
し
て
い
る
が
そ
の
他
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
確ではない。
それに比して善法寺の方は成清以来の公武との関係が更に密接
になっていった。尚清は応長元（一一一一一一）年十二月十五日に善
法寺房領の「庄々井田畠屋々敷、坊舎庫倉一一宇日記文書、井所有
之財宝鞍以下具足等」を子の通清・康清に譲ったがその末尾に、
（楓）
「
次
禁
裏
仙
洞
御
祈
祷
者
、
予
代
を
相
伝
之
御
師
壇
也
、
通
清
康
清
両
人
相
共
可
動
仕
也
、
次
今
出
川
殿
御
一
流
御
祈
者
、
康
清
可
令
相
伝
奉
仕
也
、
次
関
東
将
軍
家
芥
西
明
寺
殿
御
一
統
御
祈
師
者
、
尚
清
令
相
伝
所
令
惣（旧）
仕也、同康清令門跡相伝可致御祈祷也、価為後日、処分状如件」
とある。前にふた成清以来の幕府との関係、祐清以来の朝廷との
関
係
と
公
武
に
わ
た
る
主
要
な
祈
薦
を
「
代
さ
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
師
檀
関
係
を
分
割
し
、
夫
々
に
相
伝
せ
し
め
る
と
い
う
方
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
一
種
の
権
利
意
識
が
明
確
で
あ
る
。
禁
裏
と
の
関
係がさらに強まった背景には、尚清が、『八幡愚童訓』乙の王位
事や『八幡宮祠官系図』にあるように、後嵯峨院の落胤だという
説とかかわると思われる。
以上、鎌倉時代の石清水での御師の形成をみてきたが、その具
体的な布教面についてゑてふよう。
鎌
倉
時
代
の
具
体
的
な
巻
数
案
が
『
石
清
水
文
書
』
之
一
に
収
め
ら
れ
て
いる。うち二つを挙げる。
①
宝
前
御
諭
経
所
奉
読般若心経三巻
法
政
史
学
第
三
十
号
奉
念
・
真
言
百
大
菩
薩
御
名
号
何
通
右奉為紀松丸明日神事無為無事、令勤仕所修調諦経如件
＆
ｈ
ｋ
§
承
元
四
年
八
月
十
四
日
②
石
清
水
八
幡
宮
寺
御
祈
所
宝
前奉講読仁王
般
若
経
五
部
日
別
歴
奉
読金剛般若経十五巻日別二座
若
宮奉
読観世音経一百六十五巻日別一一一十一一一巻
護
国
寺
奉
読本願薬師経二十巻
奉
念薬師真言一千二百遍
右
奉
為
、
、
、
家
御
除
病
安
穏
、
増
長
福
寿
、
心
中
御
願
成
就
円
満
、
始
自今月十五日迄子今日井五箇日間、致精誠奉祈如件、価勒巻数、
以解、建暦元年九月十九日、、、
①は個人の依頼によるもので「右状者可依所望」と記され、依
頼によって奉読・奉念の内容が異なるのであろう。②は某家のた
五○
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めにされ、宝前。若宮・護国寺でそれぞれ行なわれ〃倶体的な祈
願
内
容
が
わ
か
る
。
八
幡
の
巻
数
に
つ
い
て
『
八
幡
宮
巡
拝
記
』
に
次
の
よ
うな説話が収められている。正元初年（一二五九）の春夏の頃、餓
死・病死する者多く、ことに京中は甚しかった。その時依頼した
と思われる巻数を持参したのを「当時我無カナルーー納〆奉ルーーオ
ョ
ハ
己
と
受
け
と
ら
な
か
っ
た
家
が
あ
っ
た
。
八
幡
の
巻
数
と
き
き
な
が
ら取入奉らないのは恐あると納めた隣家の主の夢に、「御巻数納
メサリッル家〈行役神入乱クリ、夢ノ心地一一アハレヲソロシキモ
ノカナ、我家エモ来ランスルャト歎思エリ、案ノ加ク疫神此家一一
来ケリ、ヲソロシキ事限ナシ、然一一黄衣ノ神人門一一立向テ、此家
〈八幡ノ御巻数ヲ納クリ、スミャヵーー取返ヘシト云、疫神ヲソレ
テ
返
ヌ
ト
兄
ケ
リ
」
と
あ
り
、
無
事
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
説
話
を
引
用
し
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
乙
（
不
浄
事
）
は
、
拒
否
し
た
家
主
の
「
当
時
我
無
カ
ナルーー……」を、「布施などあたえん事をやうるさく思けん、『去
事
な
し
』
と
て
追
返
し
」
た
と
書
き
か
え
て
い
る
が
、
巻
数
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
実
状
な
の
で
あ
ろ
う
。
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
、
こ
の
話
を
「
巻
数
と
申
は
、
其
人
の
為
仁
と
て
祈
り
た
る
経
共
の
数
を
書
て
や
る
なれば、今請取たる人の為には一分も廻向せざりし祈なりといへ
共、信心にひかれて、本の願主には祈とならず、今の家主が災難
ふせぎしも、不信を不浄と云ひ、信心を清浄とするにあらずや」
と
結
ん
で
い
る
。
八
幡
信
仰
の
応
果
は
『
八
幡
宮
巡
拝
記
』
や
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
数
多
く
の
説
話
を
引
き
つ
つ
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
巻
数
に
い
う
「
除
病
安
穏
、
増
長
福
寿
、
心
中
御
願
成
就
円
満
」
が
単
な
る
う
た
い
文
句
で
は
な
い
こ
と
を
弘
め
、
新
ら
た
な
人
々
を
さ
ら
に
結
集
し
て
い
く
た
中
世
石
清
水
八
幡
宮
の
御
師
（
新
城
）
めには、こうした方策がさらに推進されていく。それは巻数だけ
（別）
で
な
く
、
祭
祀
へ
の
参
加
、
通
夜
な
ど
の
功
徳
も
同
様
で
あ
る
。
あ
る
い
は
（皿）
本
地
阿
弥
陀
仏
に
関
連
し
て
極
楽
往
生
説
話
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
『
八
幡宮巡拝記』・『八幡愚童訓』や『八幡宮寺年中讃記』が鎌倉期に
石清水で編纂され、八幡信仰による具体的な応果が語られていく
なかで、不特定多数の信仰者の獲得を目指す。こうした動きは、
石清水八幡宮としては安居頭役対桿の地頭・庄官・預所の動きな
どに対応して、従来と異なった新らたな発展を期すため、より広
範囲の人々を結集する姿勢を積極的に打出していったことと関連
する。このように鎌倉時代には善法寺・田中両家はそれぞれの師檀関
係
を
確
立
し
、
世
襲
化
し
て
い
く
傾
向
が
明
確
で
あ
る
。
両
家
の
譲
状
に
ふ
えるのは特定な関係だけだが、巻数案や説話にふられるように、
それ以外のより広汎な不特定の個人や家による祈祷にも応じてい
る
。
そ
の
場
合
の
御
師
も
両
家
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
足利尊氏は建武三（一一一一一一一六）年一一一月廿日大宰府を進発するに
あたり石清水に祈祷を託し、更に同年五月三日に備後に着いた時
（犯）
にも祈祷と合力を善法寺道清（通清ともいう）に託している。そ
（路）
の時には北野社の御師松梅院禅陽が随従していた。尊氏は翌年十
二月十一一日石清水に出雲国須佐郷地頭職を「顕密両宗興行」のた
（型）
めに寄進した。北野社御師には同年五月廿五日に丹波国船井庄地
頭職が与えられている。
五
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しかし南北朝の分裂は建武四年以降、各地の合戦にふられるよ
う
に
激
し
く
、
石
清
水
八
幡
宮
も
ま
た
そ
れ
に
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
正
平六（観応二）年十一川、南朝側優位で南朝への政権接収の具体
案が出された。条件はⅢ北朝の神器は「虚器」として接収する。
②北朝が与えた官位は全て両朝の分裂した建武三年当時に一民すこ
（妬）
とである。これにより天台座主・石清水別当なども北朝系の人物
から南朝系の人物へ更迭することになり、同年十一月十四日後村
上
天
皇
（
南
朝
）
に
よ
り
山
中
定
清
が
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
南
北
刺
の
合
一
は
な
ら
ず
正
平
七
年
の
「
男
山
戦
争
」
と
な
っ
た
。
正
平
七
年
閏
二
月
十
九
日
後
村
上
天
皇
は
別
当
田
中
定
清
の
田
中
殿
を
行
在
所
としたが、三月には義詮の攻撃をうけ、五月に天皇は賀名生に移（恥）
ることになった。七川に蝉氏は次のような御教室曰を出している。
就石滴水八幡宮代く師幟、毎度抽出節之條、尤以神妙也、所詮、
於
尚
消
法
印
遺
跡
等
者
、
、
準
巾
公
家
也
、
其
間
可
被
致
沙
汰
状
如
件
（尊氏）
観
応
三
年
七
Ⅱ
什
四
Ⅱ
（花押）
（外消一
山井権別当僧都御一尻
鎌
倉
時
代
に
確
立
し
た
幕
府
と
善
法
寺
（
と
り
わ
け
尚
清
の
系
統
）
と
の
関係は室町幕府にも御肺臓として引継がれている。また田中・善
法
寺
両
家
の
対
立
は
こ
こ
で
も
南
朝
・
北
朝
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
背
最
を
八
代
国
沿
氏
は
、
後
醍
醐
天
皇
以
来
の
田
中
陶
清
・
定
清
と
足
（”）
利尊氏と釜同法寺通清・康精という両家の対立を考慮している。尊
氏のこの御教書はこうした背最のもとで、改めて善法寺との関係
を安堵したものであろう（定清の別当職は同年十二月一一九日、北
朝から改めて川された）。
法
政
史
学
節
三
十
妙
しかし御師職は善法寺に安堵相伝されても、石清水の社務職は
鎌
倉
時
代
以
来
の
体
制
と
し
て
田
中
家
な
ど
他
家
へ
も
わ
た
っ
て
い
く
の
で
、
社
務
と
御
師
の
沙
汰
す
べ
き
も
の
が
区
別
し
に
く
く
な
っ
て
い
く
。
頁
（胆）
拾一一（一一一一六三）年七月一一日の御師昇清宛の御教書によると、「石
清水八幡宮事、於一一社参之時｜神馬以下者、可レ為二社務之沙汰一、
至二其外祈祷之神馬神宝井寄進之所領等一者、可レ付二御師一之由、
先年定二置法一之処、動有一一混乱之儀一云念、太不可然、自今以後、固
守二以前之法一」と先年出されていた法を遵守すべきことを改めて
申達している。昇清は翌年六川十二日に入滅し（祠官系図）、御
（羽）
師職は子の了清につがれた。
その後、至徳元（一三八四）年閏九月六日の前検校了清宛の足
（釦）
利義満御教書には、
弥
勒
寺
喜
多
院
正
八
幡
宮
検
校
職
、
同
圧
を
井
応
長
之
官
府
以
下
別
相
伝
（韓法寺）
之坊領師職等、山上山下坊舎以下事、譲与嫡弟権別当法眼宋清
（入江）
巾所被聞食也、次於新権別当瞠淌者、分与遺領之内之由、同所
被
聞
食
也
、
可
有
存
知
之
状
如
件
とあって未清への御師職譲与を認めている。「応長之官符」とは、
前にふた尚清の房領処分状に関するものであろう。御師職（御祈
師）が尚清↓道清↓昇清↓了淌↓未清と代支善法寺家に相伝され
てきたことが明確である。了清は同年十一月廿五日に入滅してい
るので、最期を糸こしての譲与であったのであろう。しかし宋清
は当時わずかに六歳の椎別当であり、そのうえ「若年ヨリ物気意
有之」（祠官系図）といわれている。宮寺内の官位はそれ以前か
らすでに名目的なものであり、「御師」としての職務ははたして
五
一
一
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可
能
だ
ろ
う
か
。
こ
の
幕
府
に
よ
る
安
堵
状
が
房
領
と
並
ん
で
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
抑
師
職
」
も
「
職
」
の
継
承
そ
の
も
の
に
重
要
な
意
味
を
も
つ。善法寺家の「惣領宋清」（祠官系図、宏清の項）としての立場
に関連する。
足利氏と八幡神との関係は『難太平記』の伝説によりよく知ら
れ
る
よ
う
に
古
く
、
氏
神
と
し
て
、
ま
た
武
神
と
し
て
尊
崇
し
て
き
た
。
石
清水以外にも六条左女牛・三条坊門・篠村・東寺・京極寺の各八
（Ⅲ）
（犯）
幡宮との関係は裕接である。さらに熊野社の一局坊、八坂社の宝寿
（羽）
（錨）
院
、
北
野
礼
の
松
梅
院
は
そ
れ
ぞ
れ
御
師
で
あ
り
、
『
神
馬
引
付
』
に
は
さ
らに賀茂社・松尾社・太神宮・平野社・稲荷社・誉田八幡宮・新
羅
社
・
御
霊
社
・
春
日
社
・
愛
宕
社
・
今
宮
社
・
野
宮
社
・
吉
田
社
な
ど
が
挙げられている。
こうした中で石清水内での善法寺家との関係は、前代の鎌倉幕
府
御
師
を
受
け
つ
い
だ
と
思
わ
れ
、
俗
的
に
も
義
満
の
母
は
善
法
寺
通
清
の
女良子である（尊卑分豚）。義満の石清水参詣は十三度に及び、
ゑ
づ
か
ら
放
生
会
の
上
卿
を
勤
め
る
な
ど
こ
と
に
崇
敬
は
篤
い
。
社
参
の
際
には葬法寺を柄とする。
し
か
し
社
務
職
は
善
法
寺
了
清
の
後
、
田
中
常
清
が
再
任
さ
れ
、
次
い
で
埴栄清↓平等王院盗清↓北田中高清↓田中融情へと次第する。融
清
は
応
永
七
（
一
四
○
○
）
年
七
月
六
日
に
二
臘
権
別
当
か
ら
社
務
に
補
さ
れ、以来一○年間在務するが、応永十六年に放生会の「東御前御
連
失
」
の
こ
と
で
改
易
さ
れ
、
善
法
寺
宋
清
が
座
上
の
四
人
を
超
越
し
て
社
務に転任した。
そ
の
頃
の
石
清
水
に
は
神
人
の
嗽
訴
が
連
々
と
し
て
起
り
、
特
に
放
生
会
中
世
石
清
水
八
幡
宮
の
御
師
（
新
城
）
には毎年のように神人訴訟が惹起した。神人は四一一ヵ条、三○余
（妬）
力条という具体的な要求を掲げて、多くは社頭に閉寵した。ため
に神事は延引し、幕府は裁許の御教書を出す。応永二六年に社務
・米清は放生会の際の神事奉行緩怠によって改易され、融清が還補
された。
融清はその後六年間当職にあるが、その間幕府・三宝院満済と
の関係は更に密接になっていった。恒例・年頭の祝詞や、幕府の
石清水に対する交渉は融清の手を経る左常とし、しばしば将軍の
私邸に出入りし、また祈禰を修することも多かった。満済も参詣
の時には融清に面謁するのを例とし、しばしば書信を以って彼我
（師）
の
事
情
を
通
じ
て
い
る
。
ま
た
田
中
家
は
行
清
以
来
山
門
に
お
い
て
受
戒
し、師主は円満院門跡を仰いでいたが、融清は子の勝済・房済の
戒
師
を
三
宝
院
と
し
て
い
る
（
祠
官
系
図
）
。
こ
れ
ら
の
関
係
は
融
清
が
社
務を退いた後も継続している。また院との関係も深い。
（犯）
応永三一年六月十四日、また神人の訴訟が起った。神人達は薬
師堂に寵る。彼等には郷民屯与し、社務改替を含む十三カ条の訴
え
で
あ
る
。
幕
府
は
「
目
公
方
社
務
改
替
老
努
々
不
可
叶
、
自
余
事
〈
可
被
叶」と巾達したが、神人達は「社務不被改替者、自余訴訟者錐有
巡行不可用」と堅く云っている。『看聞御記』は「社務田中仙洞御
品
負
之
間
、
改
替
へ
是
非
不
可
叶
之
由
被
仰
一
蚕
」
と
記
し
て
い
る
。
融
清
は三宝院を通じて社務辞退を将軍に申し入れたが、「有思子細之
巾
被
仰
」
れ
許
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
遂
に
社
務
は
西
竹
保
清
に
代
り、訴訟五カ条も叶い一応落居した。
融
清
の
幕
府
や
院
と
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
の
善
法
寺
に
と
っ
て
か
わ
っ
五
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た
よ
う
な
感
す
ら
い
だ
か
せ
る
。
だ
が
宋
清
も
ま
た
次
第
に
そ
の
勢
力
を
恢
復した。応永一一三（一四一一五）年再び社務に補されたが、翌年正
月十一日に宋清の弟入江長漬死去により、宋清は俄に山より退出
し
た
。
諸
祠
官
は
年
始
祈
祷
の
た
め
こ
と
ご
と
く
朔
日
よ
り
十
六
日
ま
で
参
篭
す
る
の
が
社
例
で
あ
る
。
「
殊
宋
清
法
印
為
御
師
職
専
可
致
御
祈
」
な
の
に
、
こ
の
よ
う
に
退
出
し
た
の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
と
、
融
清
は
満
済
へ
（羽）
書き送っている。踏歌神事にも宋清は出仕せず、これも先例のな
（㈹）
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
宋
清
は
社
務
を
改
替
さ
れ
、
東
竹照清が補任された。しかし正長元（一四二八）年の一一一任、嘉吉
三（一四四一一一）年の四任と社務職に就いた。幕府との関係も将軍
社参には善法寺を宿坊とするのをはじめ、正月十七日の参賀、八
期の祝儀、十日十五日、十一月八日の方物献上など、大礼に関す
ることは全てその関与するところとなり、田中家ではわずかに六
月
、
七
月
の
両
度
に
草
花
献
上
な
ど
、
時
女
の
小
儀
に
与
る
の
に
比
し
て
そ
（虹）
の勢力の恢復・拡大は大きい。幕府御師職は宋清の後、重清↓晃
清↓透清↓享清へと善法寺に継承されていく。
いつぼう融清のあと田中家の御師としての活動はあまり明確で
ないが、田中系統の東竹家の記事が『看聞御記』にふられる。同
書永享二（一四三○）年十一一月廿一一一日条に「八幡御師等清法印初
参
」
と
あ
る
。
東
竹
等
清
で
あ
る
。
永
享
二
年
に
は
伏
見
宮
貞
成
の
子
は
後
花園天皇として即位しており、この時点で「八幡御師等清」の初
参は、単に伏見宮家だけの御師としてではなく、「禁裏御師」の
性格をも具有するものと考えられる。『看聞御記』に以後、伊勢
・北野・春日・日吉・賀茂・泊瀬の各御師の記事が散見するとい
法
政
史
学
第
三
十
号
相続可為御師之巾申参」と陽清の初参を同年四月十一一百条に記し
て
い
る
（
看
聞
御
記
）
。
伏
見
宮
家
と
東
竹
家
と
の
結
び
つ
き
は
田
向
を
通
しての俗縁にもよるが、御師の相続が嫡子としてなされ、以後陽
清に大般若経真読・心経・神楽の依頼がふられる。同書永享七年
十一月六日条に、
抑禁裏去年御不豫之時、御立願、近日可被果遂之由被仰下、伊
勢御代官参、神馬事、八幡へ真読大般若経、御神楽、大坂御百
度等也、愚身為御代官可立願之由被仰下之間、條條立申了、真
（ママ）
読大般若事、八幡御師陽晴二相尋之処、供料以千五百疋七ヶ日
間、可真読之由申（下略）
とあり、八幡での大般若経真読は九日から七ヶ日間、禁裏沙汰と
して供料千五百疋で行われた。十五日に結願し、御師（陽漬）か
う、後花園天皇即位前とは異なった様相を示しているのも、これ
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
伏見宮家と等清の関係は『尊卑分脈』『看聞御記』に拠る
と次
のようである。等清は永享七年正月に入滅し、「陽清嫡子之間、
貞
成
親
王
－１後花園天皇
－１（庭田）経有
ヨ
ー
ー
庭
塁
子
一
女
－１（囚向）資蔭－１１経良「し『‐１１陽㈲
女
等
清
五四
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ら巻数が進められた。御神楽は十三日に一一一百疋一一一百冊一一文で行な
われた（なお石清水の神楽式法は、上は千疋、中は五百疋、下は
（蛇）
一一一貫一一一百三十文と規定されていた）。伏見宮が禁裏の代官として
陽清に依頼したこれらの事柄は、あくまでも禁裏の沙汰であり、
陽清は禁裏御師の性格を持っている。ここに云う禁裏御師とは、
鎌倉時代末期、前にふた善法寺尚清譲状に云う意味に対応するも
ので、国家の祈祷はやはり石清水として行う。
善法寺家が代々幕府の御師として勤仕したのに対し、田中家系
（師）
統で「御所の御し」として史料に明確にあらわれるのは、文明十
八（一四八六）年六月廿八日の後土御門天皇女房奉書にふられる
（⑬）
田中奏清である。のち弘治－工（一五五五）年の「たなかはこの御
所の御しにて候うへは」、「たなか事〈この御所の御ししょくに
（仏）
て、たにことなる事にて候」や、永禄十（一五六七）年五月十一
日『御湯殿上日記』には「田中との御師のおし」と見える。慶長
（幅）
四年田中秀滴の坐川田玄以宛の文書には「善法寺武家御師職二付侯
て、……禁裏御師職田中にて御座侯………」と明確に区別してい
る。禁裏・武家の御師職の区別は、春日社では永享六（一四三四）
（院脱力）
年に「春日武家御師職事家経等持以来理運由七月十六日管領執申
（妬）
入之間」とふえ、北野社では武家御師職は一別にふれた松梅院を中
心に展開したが、延徳三（一四九一）年十月十一一一日の『北野社家
日記』には「彼幸祐者為禁裏様御師」とあり、伊勢神宮でも寛
（卿）
正二（一四六一）年に「公方様御師職」といわれている。こうし
た
類
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
神
社
で
は
そ
の
頃
に
は
御
師
職
の
区
別
中
世
石
清
水
八
幡
宮
の
御
師
（
新
城
）
これまでゑてきたように石清水の御師は善法寺・田中という祠Ｌ
宮家を中心に展開しておりその形態をゑてきたが、資料的制約か
ら庶民層への御師の活動を具体的に提示するにはいまだ不十分で
ある。今後に残された問題は多いが、いまは諸人・諸家の石清水
への崇敬の動きを概観して結びにかえたい。
『石清水八幡宮史』崇敬編によれば、平安時代には圧倒的に貴
族（特に藤原氏）が多い。鎌倉時代には貴族と幕府とがほぼ相半
ばするが、全体としての事例は少なくなる。しかしそれが石清水
への信仰の衰えを示すということではない。鎌倉時代の石清水が
従来のいわゆる特定の人々から、より広汎な階層を包承こんでい
こうとしたことは、祭祀について「不信放逸の輩は見物を本とす，
れども、社壇おがみ神明にちかづきて、結縁の始となり利物の終
にあひぬくし」Ｓ八幡愚童訓』乙後世事）との布教姿勢にもあら
われている。室町時代になると貴族の参詣等はほとんどみられな・
くなり、幕府の記事が占める。中に三宝院や一色・斯波・細川？
がなされていたと推測される。
本来、国家の祈祷は石清水一山として執行するのを本旨とする
が、こうした区別がなされてきたのは、鎌倉時代以来ゑられた私
的な師檀関係が徐々に形成されてきたことによる。寛正四Ｃ四
六三）年頃の文書から一山として執行せよとの語がしばしば見ら
れるのは、御師のそうした分化に対して、改めて対処していく朝
廷
側
の
姿
勢
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
五五
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大内・北畠各氏のものが散見される。しかし永正年間からこれら
各氏の例が次第に多くふられ、天文年間以降は幕府やこれら有力
武士にかわり戦国武将の記事が圧倒的である。同時に御師もまた
多様になり、坊や個人への依頼が急増する。御師のあらたな動き
と構成が批測されるが後考を期したい。
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